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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 19日 (2004.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
反 応 器 １ ２ は 、 圧 力 容 器 ４ ０ と 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ２ と を 貫 通 さ せ て 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４
２ の 内 部 に 突 出 さ せ た 二 流 体 ノ ズ ル ３ ４ と 、 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ２ の 内 部 か ら 反 応 カ ー ト
リ ッ ジ ４ ２ 及 び 圧 力 容 器 ４ ０ を 貫 通 す る 処 理 液 導 管 ４ ８ と 、 環 状 部 ４ ６ に 空 気 を 送 入 す る
空 気 送 入 ノ ズ ル ５ ０ と を 備 え て い る 。 環 状 部 ４ ６ と 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ２ 内 と を 連 通 さ せ
る 連 通 孔 ４ ４ は 、 本 例 で は 、 二 流 体 ノ ズ ル ３ ４ の 周 り に 形 成 さ れ て い る 。
二 流 体 ノ ズ ル ３ ４ は 、 内 管 ５ ２ 及 び 外 管 ５ ４ が 、 そ れ ぞ れ 、 被 処 理 液 管 ２ ２ 及 び 空 気 送 入
管 ２ ６ に 接 続 さ れ 、 空 気 に よ っ て 被 処 理 液 を ア ト マ ジ ン グ し て 噴 霧 状 で 反 応 カ ー ト リ ッ
ジ ４ ２ 内 に 導 入 し て い る 。
処 理 液 導 管 ４ ８ は 処 理 液 管 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 空 気 送 入 ノ ズ ル ５ ０ は 空 気 送 入
管 ２ ６ か ら 分 岐 し た 空 気 送 入 枝 管 ５ ６ （ 図 １ 参 照 ） に 接 続 さ れ 、 空 気 を 環 状 部 ４ ６ に 導 入
し 、 次 い で 連 通 孔 ４ ４ を 介 し て 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ２ 内 部 に 流 入 さ せ 、 酸 化 剤 の 一 部 と す
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 実 施 形 態 例 を 挙 げ 、 添 付 図 面 の 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 具
体 的 か つ 詳 細 に 説 明 す る 。

本 実 施 形 態 例 は 、 本 発 明 に 係 る 超 臨 界 水 反 応 装 置 の 運 転 停 止 方 法 を 前 述 し た 超 臨 界 水 反 応
装 置 １ ０ の 通 常 運 転 停 止 に 適 用 し た 実 施 形 態 の 一 例 で あ る 。
超 臨 界 水 反 応 装 置 １ ０ の 運 転 を 通 常 停 止 す る 際 に は 、 通 常 運 転 時 と 同 様 に 、 空 気 圧 縮 機 ２
８ を 動 か し 続 け な が ら 、 空 気 送 入 管 ２ ６ を 経 由 し て 二 流 体 ノ ズ ル ３ ４ か ら 空 気 を 反 応 器 １
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２ の 反 応 カ ー ト リ ッ ジ ４ ２ 内 に 、 ま た 、 空 気 送 入 管 ２ ６ 及 び 空 気 送 入 枝 管 ５ ６ を 経 由 し て
空 気 送 入 ノ ズ ル ５ ０ か ら 空 気 を 環 状 部 ４ ６ に 供 給 し つ つ 、 被 処 理 液 管 ２ ２ 、 ア ル カ リ 送
入 管 ３ １ 、 及 び 補 助 燃 料 管 ３ ０ に 設 け た 開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 止 し 、 か つ 、 処 理 液 管 １
４ に 設 け た 開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） は 開 口 し た ま ま と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
次 い で 、 反 応 器 １ ２ の 温 度 が 所 定 温 度 、 例 え ば 臨 界 温 度 以 下 、 好 ま し く は ３ ０ ０ 下 に
降 温 し た 時 点 で 、 空 気 送 入 管 ２ ６ に 設 け た 開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 止 し て 、 空 気 の 供 給 を
停 止 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

本 実 施 形 態 例 は 、 本 発 明 に 係 る 超 臨 界 水 反 応 装 置 の 運 転 停 止 方 法 を 前 述 し た 超 臨 界 水 反 応
装 置 １ ０ の 緊 急 運 転 停 止 に 適 用 し た 実 施 形 態 の 一 例 で あ る 。
超 臨 界 水 反 応 装 置 １ ０ の 運 転 を 継 続 し て い る 際 に 、 例 え ば 反 応 器 １ ２ 内 の 温 度 が 設 定 温 度
よ り 高 く な り 、 緊 急 停 止 す る 際 に は 、 通 常 運 転 時 と 同 様 に 、 空 気 圧 縮 機 ２ ８ を 動 か し 続 け
な が ら 、 空 気 送 入 管 ２ ６ を 経 由 し て 二 流 体 ノ ズ ル ３ ４ か ら 空 気 を 反 応 器 １ ２ の 反 応 カ ー ト
リ ッ ジ ４ ２ 内 に 、 ま た 、 空 気 送 入 管 ２ ６ 及 び 空 気 送 入 枝 管 ５ ６ を 経 由 し て 空 気 送 入 ノ ズ ル
５ ０ か ら 空 気 を 環 状 部 ４ ６ に 供 給 し つ つ 、 被 処 理 液 管 ２ ２ 、 ア ル カ リ 送 入 管 ３ １ 、 及 び
補 助 燃 料 管 ３ ０ に 設 け た 緊 急 遮 断 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 止 し 、 か つ 、 処 理 液 管 １ ４ に 設 け た
開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） は 開 口 し た ま ま と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
次 い で 、 反 応 器 １ ２ の 温 度 が 所 定 温 度 、 臨 界 温 度 以 下 、 好 ま し く は ３ ０ ０ ℃ 以 下 に
降 温 し た 時 点 で 、 空 気 送 入 管 ２ ６ に 設 け た 開 閉 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 止 し て 、 空 気 の 供 給 を
停 止 す る 。
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